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小
・
中
学
校
に
お
け
る

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

諸
伏 
清
児 

議
員

問　
自
宅
な
ど
か
ら
自
転
車
で

バ
ス
停
ま
で
行
き
バ
ス
に
乗
り

継
ぐ
、
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ

ド
の
た
め
の
バ
ス
停
付
近
の
駐

輪
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
バ
ス

運
行
会
社
と
は
ど
の
よ
う
な
協

議
を
し
て
い
る
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
バ
ス
利

用
に
不
便
な
地
域
の
解
消
や
バ

ス
の
利
用
圏
域
拡
大
を
目
的
に

サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
に
取

り
組
ん
で
お
り
、費
用
も
含
め
、

役
割
を
分
担
し
な
が
ら
協
議
を

進
め
て
い
る
。

問　
平
塚
駅
北
口
の
駅
前
大
通

り
線
に
あ
る
駐
輪
場
の
多
く
が

通
勤
通
学
用
の
自
転
車
で
埋

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
買
い
物

客
な
ど
の
た
め
の
一
時
的
な
駐

輪
場
所
を
整
備
で
き
な
い
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
通
勤
通

学
用
の
自
転
車
が
約
９
割
を
占

め
る
た
め
、
買
い
物
客
の
駐
輪

場
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

産
業
振
興
計
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

～
商
業
・
農
業
～

問　
日
産
車
体
跡
地
に
開
発
が

進
む
大
型
商
業
施
設
と
既
存
商

店
街
の
共
存
、
ま
た
回
遊
性
の

創
出
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
店
舗
の
独
自

性
や
魅
力
を
高
め
、
商
店
街
全

体
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
大
規

模
商
業
施
設
と
の
差
別
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
逸
品
づ
く
り

の
促
進
や
匠
の
店
を
活
用
し
た

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
の
開
催
な
ど
の

個
店
へ
の
支
援
や
、
ア
ド
バ
イ

エ
ア
コ
ン
設
置
の
拡
充

問　
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
小
学
校
の
音

楽
教
室
と
図
書
室
に
は
新
た
に

設
置
す
る
。
財
政
的
な
制
約
は

あ
る
が
、
早
い
段
階
で
普
通
教

室
に
も
設
置
し
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
は
近
隣
市
町
よ
り
も

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　
確
か
に
近
隣

市
町
の
状
況
に
比
べ
、
本
市
の

歩
み
は
遅
い
。そ
れ
を
踏
ま
え
、

教
育
振
興
基
本
計
画
に
は
平
成

31
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
目

標
に
掲
げ
、取
り
組
ん
で
い
る
。

ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

問　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
実
施

状
況
と
洋
式
化
率
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
現
在
、
校
舎

や
体
育
館
の
大
規
模
改
修
な
ど

に
あ
わ
せ
て
、
ト
イ
レ
の
改
修

を
進
め
て
い
る
。
平
成
27
年
４

月
現
在
、
洋
式
化
率
は
37
・
１

％
で
あ
る
。

問　
今
後
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設

置
予
定
と
設
置
基
準
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
今
後
も
引
き

続
き
、
大
規
模
改
修
に
あ
わ
せ

て
洋
式
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。
設
置
基
準
は
、
校

舎
１
階
部
分
の
１
か
所
の
み
和

式
ト
イ
レ
を
残
し
、
そ
れ
以
外

は
洋
式
ト
イ
レ
に
替
え
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
ト

イ
レ
の
状
態
や
使
わ
れ
方
を
ど

の
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
学
校
や
保
護

者
か
ら
は
、
ト
イ
レ
の
改
善
を

ザ
ー
を
派
遣
し
て
商
店
街
活
動

に
細
や
か
な
指
導
を
す
る
こ
と

で
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。
回
遊
性
の
創
出

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
商
業
施

設
の
事
業
者
ら
と
の
協
定
に
基

づ
く
共
同
販
売
促
進
活
動
な
ど

を
推
進
し
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
事
業
者
な
ど
と
検
討
・
協

議
し
て
い
く
。

問　
Ｊ
Ａ
湘
南
が
平
塚
産
農
産

物
の
販
売
促
進
に
「
湘
南
そ
だ

ち
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

使
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
、
ど
の

よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　
Ｊ
Ａ
湘
南
に

よ
る
湘
南
そ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド

は
、
湘
南
そ
だ
ち
米
だ
け
で
あ

る
。
他
の
産
地
と
の
差
別
化
を

図
り
、
平
塚
産
品
を
選
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
現
在
平
塚
産
農

産
物
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ベ

ジ
太
を
使
い
な
が
ら
平
塚
産
を

印
象
づ
け
、
選
ば
れ
る
商
品
に

な
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

英
語
教
育
と

活
用
の
場
の
創
出

問　
英
語
教
育
に
は
、
日
本
語

と
異
な
る
言
葉
を
通
し
て
異
な

る
文
化
を
知
る
、
理
解
す
る
と

い
う
一
面
も
あ
り
、
広
い
意
味

で
人
権
を
学
ぶ
機
会
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
小
学
校

外
国
語
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
「
異
な
る
言
語
や
文
化
に
触

れ
な
が
ら
、
体
験
的
に
違
い
を

受
け
入
れ
理
解
し
よ
う
と
す
る

態
度
を
大
切
に
し
、
言
葉
や
も

の
の
考
え
方
や
習
慣
が
違
う
人

で
も
、特
別
な
存
在
で
は
な
く
、

同
じ
人
間
同
士
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
気
付
か
せ
る
」と
あ
り
、

人
権
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
広
い
視
野
と
感
性

を
持
ち
、
国
際
社
会
に
対
応
で

き
る
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
く
。

要
望
す
る
声
が
多
い
。
個
別
に

対
応
で
き
る
も
の
は
順
次
進
め

て
い
く
。

中
学
校
昼
食
に
つ
い
て

問　
昼
食
に
業
者
弁
当
方
式
を

実
施
し
て
い
る
中
学
校
は
10

校
、
残
り
の
５
校
は
平
成
27
年

度
中
に
導
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
15
校
す
べ
て
で
実
施
し
た

後
は
ど
う
す
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
実
施
後
に
評

価
調
査
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に

次
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
検
証

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
全
校
で
実
施
し
た
後
は
、

業
者
弁
当
方
式
を
確
立
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
か
。

学
校
教
育
部
長　
ま
ず
は
業
者

弁
当
方
式
を
全
15
校
で
展
開

し
、
そ
れ
を
継
続
し
て
実
施
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
職
員
提

案
・
業
務
改
善
推
進
事
業

自
転
車
の
利
用
環
境
に
つ
い
て

佐
藤 

貴
子 

議
員

　今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

野崎 審也 議員

片倉 章博 議員

須藤 量久 議員

黒部 栄三 議員

　本会議の模様は、インターネットで生中継と録画放
送を行っています。各議員の質疑内容を詳しく知りた
い方は市議会ホームページからアクセスしてくださ
い。録画放送は会議録をホームページに掲載するまで
の間、ご覧いただけます。

インターネット中継

　議案７案件、請願３件を審査しま
した。議案はすべて原案どおり可
決すべきもの、請願はすべて不採
択とすべきものと決定しました。
○議案第58号　平塚市附属機関設
置条例の一部を改正する条例
　この条例により、附属機関と
していじめ問題対策調査会といじ
め問題再調査会が設置されるが、
それぞれの附属機関の役割につい
て伺う。
　対策調査会はいじめ問題で重
大な事態が発生した場合に教育委
員会の附属機関として設置するも
ので、再調査会は調査会の調査結
果について、市長が再調査が必要
だと認めた場合に市長部局の附属
機関として設置するものである。

○議案第65号　平成27年度平塚市
一般会計補正予算
　財産管理費を増額補正し、西
八幡臨時駐車場と市庁舎本館を送
迎車両で結ぶが、どのような運行
をするのか。
　７月１日から庁舎２期工事完成
までの開庁時間に、身体の不自由
な方や高齢者を優先して専用の送
迎車両を定期的に運行する。
　農林振興費で平塚農業振興地
域整備計画の附図の作成に対する
委託料を計上するが、計画に農家
の意見をどう取り入れていくのか。
　地元のJAを通して生産組合
などの意見を取り入れる。市とし
ても、農地中間管理機構や農業支
援ワンストップ窓口を活用し、優
良農地を守り、担い手を育ててい
きたい。

　議案４案件はすべて原案どおり
可決すべきものと決定しました。
○議案第55号　平塚栗原ホームの
設置及び管理等に関する条例
　条例を策定し、栗原ホームで
新たに取り組むことは何か。
　総合的な福祉事業を行う基幹
施設として、障がい者福祉の基幹
相談支援センターを新設するほ
か、介護保険法改正に伴いデイ
サービスセンターに代わり「健康
チャレンジ」として、デイサービ
スより少し安い料金で受けられる
事業を進める。
○議案第59号　平塚市のデイサー
ビスセンターの設置及び管理等に
関する条例の一部を改正する条例
　条例改正により万田デイ

サービスセンターを廃止するが、
今後、この施設は民間法人に売却
することになるのか。
　民間企業が介護事業を実施す
るに当たり、その力をより一層発
揮できるよう、指定管理ではなく、
売却を中心に考えているが、正式
には決定していない。
○議案第65号　平成27年度平塚市
一般会計補正予算
　（仮称）第３次平塚市環境基本
計画の策定に対する委託料を増額
補正するが、現在の計画の達成率
と今後の計画の目的を伺う。
　平成25年度の達成率90％以上
の事業は79事業で、目標未達成の
事業は12事業である。今後の計画
では、現在の計画の基本的な部分
を引き継ぎながら新たな課題を盛
り込んでいきたい。

環境厚生総務経済

清 風 クラブ
所 属 議 員


